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東京大学高齢社会総合研究機構
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6注：2005年は国勢調査結果。総人口には年齢不詳人口を含むため、年齢階級別人口の合計と一致しない。



やがて「肩車型」へ～高齢者が社会の支え手になっていく必要がある
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全国の住民基本台帳から６０歳以上
の住民を無作為抽出　(N=5715 )

３年毎に訪問面接調査
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1 次調査 1987

2 次調査　 1990

3 次調査　 1993

4 次調査　 1996

5 次調査　 1999

6 次調査　 2002

7 次調査　 2006

8 次調査　 2012 (生検導入）
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 得点

3    ADL 、 IADL　ともに自立 

2    IADL 項目に要支援 、ADL 項目は自立

1    ADL 、 IADL　ともに要支援

0    死亡

13



P.F.
at 

age 
63-65

P.F.
at 

age 
66-68

P.F.
at 

age 
69-71

P.F.
at 

age 
72-74

P.F.
at 

age 
75-77

P.F.
at 

age 
78-80

P.F.
at 

age 
81-83

P.F.
at 

age 
84-86

P.F.
at 

age 
87-89

14



(70.1%)
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, 2010
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病院から在宅へ
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全体

男性 女性

平均 平均 平均

得点 順位 得点 順位 得点 順位

雇用されて働くこと 3.36 1 3.46 1 3.27 5

健康づくりの活動 3.36 2 3.29 3 3.43 1

自然と触れ合うことができる活動 3.35 3 3.36 2 3.35 2

食に関係する活動 3.23 4 3.11 4 3.35 3

芸術・音楽活動 3.17 5 3.04 5 3.29 4

生涯学習活動（学ぶ、交流中心） 3.11 6 3.02 6 3.19 6

ボランティアで働くこと 2.97 7 2.96 10 2.97 8

環境問題に取り組む活動 2.96 8 2.98 8 2.94 9

地域に貢献する活動（貢献する活動であれば何でも） 2.95 9 3.00 7 2.90 10

地域住民のつながりを築くような活動 2.92 10 2.94 12 2.89 11

地域の治安や防犯に関する活動 2.90 11 2.98 9 2.84 13

まちづくり活動 2.88 12 2.95 11 2.80 14

福祉関係のサポート活動 2.87 13 2.85 14 2.89 12

教育活動 2.82 14 2.84 15 2.80 15

次世代、子供と交流できる活動 2.82 15 2.83 16 2.80 16

美容に効く活動 2.77 16 2.50 21 3.03 7

子育て・育児サポート活動 2.68 17 2.59 20 2.76 17

起業して働くこと 2.67 18 2.83 17 2.52 19

異性と交流できる活動 2.61 19 2.86 13 2.37 21

海外で活躍する（奉仕活動等）こと 2.60 20 2.61 19 2.58 18

協同組合に属して働くこと 2.53 21 2.61 18 2.45 20

男女別
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事業の担い手および就労者（シニア）と協働し、セカンドライフにふさわしい働き方
の開発・普及を担う「オフィスセブン」の設立

○ 市民を対象とした「就労セミナー」を開催 （約７０0名が修了）
○ セミナー修了者で、７事業で雇用された方が就労開始
○ フレキシブルな働き方を支援する、クラウドコンピュータシステムを用いた
　　技術開発
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■第４回就労セミナー

　６月22日（金）・27日
（金）

■第５回就労セミナー

  ７月24日（火）・31日
（火）

※第５回は農業分野に特化
した研修（募集時から告知）
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高齢者本人と地域社会の両者への複線的な効果を測定・検証
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IOG研究検査室血管検査

・CAVI/ABI
・FMD（血流依存性血管拡張反応)

体組成測定

・脂肪量/筋肉量/
　水分量/推定骨量

骨密度測定

・踵骨による骨密度測定(YAM)

認知機能評価

・物忘れ相談プログラム/タッチエム
即時再生/見当識/遅延再生/図形認識

活動量計測

・歩数/消費カロリー/Mets
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活動量計測
・歩数/消費カロリー/Mets

低

高

活
動
頻
度

活動頻度（タペストリ)

就労開始

６時　　　　　　　　　１２時　　　　　　　１８時

１月15日

2月15日

2月1日

就
労
日

＊p＜0.001

＊p＜0.001

＊p＜0.001
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フレイル（虚弱）予防



（東京大学高齢社会総合研究機構・飯島勝矢：作図）



指輪っかテスト

東京大学高齢社会総合研究機構・飯島勝矢　開発





Aging in Place
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• 住み慣れた地域でライフステージに沿った住み
替え

• 日常性の継続
なじみの環境（街なみ、医療機関、商店etc.）　　　

　　　で顔なじみの人たちと暮らす
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:
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柏プロジェクトの連携の場
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24



Ａデータ
　センター Ｋシステム

Ｂデータ
　センター

Ｆシステム

医療・介護事業者 医療・介護事業者 50
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ICT
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Multi-stakeholders
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　　　　　　　　　○東京大学（ＩＯＧ機構）と産業界とのコンソーシアムを形成（2009年度～）
　　　　　　　　　　　⇒様々な業種から計53社が参加

　　　　　　　　　○合同研究会を継続開催
　　　　　　　　　　　　－ジェロントロジー各分野の先端知識・技術を企業に提供
　　　　　　　　　　　　－「2030年の超高齢社会構想と産業界のロードマップ」を共同制作　

　　　　　　　　　○最終的に、超高齢社会に必要な新たな産業（商品・サービス）の創成を目指す

概　要
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味の素㈱　/ アンファー㈱ / ㈱荒井商店 / コンパッソ税理士法人 /
大日本印刷㈱ / 大和ハウス工業㈱　/
デュポン㈱　/ イーソリューションズ㈱ / 

江崎グリコ㈱ / ㈱ファンケルスタッフ / 富士フィルム㈱ /
富士ソフト㈱ / ㈱富士通総研　/

㈱コンポン研究所 / ヘルスケアパートナーズ㈱　/ ㈱日立製作所 /
ハウス食品㈱ / ㈱イトーキ　/ ㈱ジェイテクト

花王㈱　/ ライオン㈱　/ ㈱LIXIL / ㈱メディシンク / 
MSD㈱ / ㈱ミサワホーム総合研究所 / 

三井物産㈱ / 三井不動産㈱ / ㈱みずほ銀行 /
日本電気㈱　/ ネスレ日本㈱　/ ㈱ニチレイフーズ　/

日本生命保険相互会社　/ 日本ハム㈱ /
日産自動車㈱ / 野村證券㈱ / ㈱NTTドコモ /

沖電気㈱ / パナソニック㈱ / 
㈱リサーチ・アンド・ディベロプメント / ㈱リコー / ㈱セコム /

西武信用金庫 / ㈱積水インテグレーテッドリサーチ /
新生紙パルプ商事㈱ / ㈱資生堂 / シーメンス・ジャパン㈱ /

サンスター㈱ / サントリービア＆スピリッツ㈱ / サントリー食品インターナショナル㈱ /
スズキ㈱ / ㈱地球快適化インスティテュート /

㈱TMJ / 東京急行電鉄㈱ / トヨタ自動車㈱ / ㈱ユーディット / 
ユニ・チャーム㈱ / UR都市機構 / 
八千代工業㈱ / ヤマハ発動機㈱
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(兆円） (％）

（年）

家計消費市場全体に占める60歳以上消費割合

60歳以上消費総額（≒シニア消費市場規模）
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（百万人）

（千万人） （億人）

（年）

世界人口

（2015）
73億人

（2030）
億人

（2050）
億人

（2100）
億人
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裕福なシニア普通のシニア虚弱なシニア
（要介護）

医療・介護・福祉
サービス中心

ニッチ戦略
（豪華旅行等）

未開拓

１ ８ １

（富裕層）⇒後期高齢者が増える・・・他

新しい価値観・生活行動を持つ
高齢者が増える
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年齢

(70.1%)

(10.9%)

(19.0%)

自立

手段的日常
生活動作に
援助が必要

基本的＆手
段的日常生
活動作に援
助が必要

死亡
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Living Lab)

ユーザーとの共創

生活の場における検証
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Universities

Industry Government

Citizens NPO

Evaluation

Co-Creation

Experimentation

企画（～再点検）

準備・試作
Exploration

実践・検証

Test Bed評価

Living Lab 
Living Lab＝住民（生活者・当事者）と「共創」するイノベーションの総体
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資料：「鎌倉リビングラボ」住民向け説明資料より抜粋
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鎌倉リビングラボの推進体制

東大ジェロネット企業他

鎌倉市役所

鎌倉市（今泉台）住民

（2017～高齢社会共創センター）他
東京大学IOG

■経営企画部
　政策創造課
■市民活動部
　地域のつながり
　推進課　他

■今泉台町内会
■NPOタウンサポート鎌倉今泉台

いずみサロン
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産学官民の協働

65



鎌倉リビングラボ　キックオフイベント
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鎌倉リビングラボの活動計画・方向性（2017-18年度）
【共創Ｃとしての目的】 2017-18年度（２年間）を目処に、次のA～Cの共創活動を実践し、
具体成果を創出しながら、当該活動の機序（メカニズム）及び事業構造を確立すること
（＝日本版リビングラボ活動・事業のモデルの構築）

住民課題にもとづく・・・「長寿社会にふさわしいワークスタイルと住宅・地域環境の開発」

自治体課題にもとづく・・・「 を利活用した鎌倉観光の複線化とシニア活躍事業の開発」

企業課題にもとづく・・・「新たな長寿社会向け商品サービス開発（複数）」
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活力ある高齢社会の実現に向けた「国際連携型リビングラボ」の創設
JST 国際科学技術共同研究推進事業／日本－スウェーデン 国際産学連携 共同研究（2016年度公募）
テーマ：「高齢者のための地域共同体の設計やサービスに関する革新的な対応策」

（協力）

68
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長寿

健康 　　　経済

73


